
令和５年度 全国学力・学習状況調査
長野市の結果分析と学力向上に向けて

Ⅰ調査概要
（１）教科に関する調査
・令和５年４月18日（火）実施
小学校：国語、算数
中学校：国語、数学、英語
※英語は３年に一度程度の実施

（２）生活習慣や学校環境に関する質問紙調査
・児童生徒に対する調査（小学校：59項目 中学校：72項目）
・学校に対する調査 （小学校：81項目 中学校：89項目）

Ⅱ集計対象
市立小学校６年生 54校 2,858人 市立中学校３年生 24校 2,693人

※集計対象人数は、国語の実施人数を記載しています。

1 10月31日（火）
部長会議資料

11月中旬の長野県の公表まで

非公開

取 扱 注 意



2 ◆ 教科に関する調査から【結果の概要】

※令和元年度から「知識A」と「活用B」を一体的に問う問題形式で実施

全国の正答率を100とした場合の、本市の結果の推移（国語、算数・数学、英語）



◆ 教科に関する調査から【正答数分布】

【小学校】 【中学校】
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小・中学校ともに、全国と似た分布をしている。小学校では、２つの教科で同じよ
うな分布をているが、中学校では、教科によって異なる分布をしている。

3

0%

5%

10%

15%

20%

0

問

1

問

2

問

3

問

4

問

5

問

6

問

7

問

8

問

9

問

10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

国語

0%

5%

10%

15%

0

問

1

問

2

問

3

問

4

問

5

問

6

問

7

問

8

問

9

問

10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

算数



◆ 教科に関する調査から【領域・問題式別正答率グラフ】

【小学校】 【中学校】

国語、算数・数学については、概ね全国と同程度の結果となっている。英語につい
てはGTECを活用した授業改善を行い、４技能（聞く・読む・話す・書く）をバランス
よく育成する。
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4
全国を１００とした時の長野市の正答率



◆ 教科に関する調査から【主体的な学びの様子】

～しなのきプランで大切にしている学びに係る質問事項より～
学級の友達との間で話し合う活動を通じて､自分の考えを深めたり､広げたりすることができていますか
【児童生徒質問紙(36)・(40)】
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対話を通して
★友と意見を共有しながら、深い学びに繋がる協働的な学びの充実
★探究的な学びの場を設定し、学びの質を高める授業改善
★教科以外の場面でも、子ども同士の関わり合いを大切にし、
安心して自分らしく過ごせる『人間関係作り』

相関関係が中学校になると大きく表れる



勉強は大切ですか

◆ 教科に関する調査から【各教科より】6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

算数・数学

英語

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長野市

国語 小学校 中学校
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小学校 中学校

国語
⇒個に応じた課題を友との対話を通して追究し、見方・考え方を働かせる授業
算数・数学
⇒探究的な学びを展開したり、対話を通して考えを共有したりできる授業
英語
⇒簡単な語句や基本的な表現を用いて、他者と互いに考えや気持ちを伝え合える授業

どの教科も「勉強は大切だ」と肯定的な回答した割合が90%程度に対し、「勉強は好きだ」
と肯定的な回答した割合が60％程度 ➡子どもの主体的に学ぶ意欲を大切にした授業改善



◆ 質問紙調査から【自学自習の資質能力について】

・全国を100としたときの､長野市の肯定的な回答
(｢当てはまる｣｢どちらかといえば当てはまる｣を
合計)の数値｡
・( )内の数値は令和4年度の結果
・全国を100に対して､95～105は青 106以上は紺

成果○小・中学校ともに、「自学自習の資質能力」への取り組みの成果がみられる。
○地域社会へ貢献意識が高い児童生徒が多くみられる。
○相談できる体制や環境が整ってきた成果がみられる。

課題●中学校では、対話の場面で全国を下回る傾向が見られる。
⇒生徒同士や多様な他者との対話や関わり合いを大切にし、より多くの考えや
意見を共有して、深い学びにつなげていく。

【児童生徒質問紙より】
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｢第三期しなのきﾌﾟﾗﾝ｣の評価指標としているもや評価する上で有効と思われるものを掲載



◆「明日を拓く力」を育むために【今後の方向】

対話を通して
★友と意見を共有しながら、深い学びに繋がる協働的な学びの充実
★探究的な学びの場を設定し、学びの質を高める授業改善
★教科以外の場面でも、子ども同士の関わり合いを大切にし、安心して
自分らしく過ごせる『人間関係作り』
※英語においてはGTECを実施し、４技能（聞く・読む・話す・書く）をバランス
よく育成

教育を取り巻く社会的背景の変化､近年の自然災害や新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の拡大など､予測困難な時代が

到来しています｡この激動の時代を生き抜くために、明日を拓く力である「自学自習の資質
能力」の伸張を支援し、自ら問いをもち、自ら学びを進められる
子どもの育成を目指します。そのためにも、教師はこれまでの教育にとらわれず、改め
て子どもを観る目や教育観を振り返り、子どもと対話をし、「自ら学び、自ら育つ環境」を整えていき

ます。

総括

実現に向けての授業改善の提案
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★子どもを観る ★子どもの声を聴く ★子どもと対話する

「自学自習の資質能力」の伸張のキーワード


